
日本再興戦略改訂2015（平成２７年６月30日閣議決定）（抄）①

一．日本産業再興プラン
２．雇用制度改革・人材力の強化
２－１．失業なき労働移動の実現/マッチング機能の強化/多様な働き方の実現/若者・高齢者等
の活躍推進/グローバル化等に対応する人材力の強化

（３）新たに講ずべき具体的施策
ii）未来を支える人材力の強化
（働き手自らの主体的なキャリアアップの取組支援）
② 「セルフ・キャリアドック（仮称）」の導入促進
経済社会環境の変化に先手を打って対応していくための労働市場インフラとして、働き手が
自らのキャリアについて主体的に考える習慣を身に付ける環境を整備することが重要である。
具体的には、定期的に自身の職務能力を見直し、今後、どのようなキャリアを歩むべきかを
確認した上で、身に付けるべき知識・能力・スキルを確認する機会（「セルフ・キャリア
ドック（仮称）」）を整備する。（中略）さらに、働き手個人が「セルフ・キャリアドック
（仮称）」を受けた際の経費の一部について、一般教育訓練給付の対象とすること等個人へ
の支援策について検討をし、本年度中に結論を得る。
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日本再興戦略改訂2015（平成２７年６月30日閣議決定）（抄）②

一．日本産業再興プラン
２．雇用制度改革・人材力の強化
２－１．失業なき労働移動の実現/マッチング機能の強化/多様な働き方の実現/若者・高齢者等の

活躍推進/グローバル化等に対応する人材力の強化
（３）新たに講ずべき具体的施策

iv）高齢者の活躍促進
人口減少社会の中で社会の活力を維持し持続的な成長を実現するとともに、高年齢者の希望

をかなえ、豊かな生活を送れるようにするためには、働く意欲のある高年齢者が年齢にかかわ
りなくその能力や経験を活かして生涯現役で活躍し続けられる社会環境を整えていく必要があ
る。このため、以下のような取組を行うことにより、就労マッチング機能や高齢者の多様な雇
用・就業機会の飛躍的向上・強化を図る。

（就労マッチングに資する情報等の充実）
② 「量の拡大」のための施策
退職労働者のうち、退職後も働くことを希望する者に対して、自らの求職情報をハローワーク

や民間職業紹介事業者に対して登録するよう働き掛けること等の再就職に向けた積極的支援を雇
用者等が行うよう、高年齢者等職業安定対策基本方針等に基づき、強力に促す。
また、登録を受けたハローワークは、本人の同意に基づき、当該登録情報を民間人材ビジネス

に提供するとともに、登録情報については定期的なアップデートに努める。
さらに、65歳以上の高年齢者の雇用が一層推進されるよう、企業側のインセンティブや雇用保

険の適用の在り方等について、必要な検討を進める。


